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●
世
界
観
（
陰
陽
相
補
原
理
）

世
界
観
と
は
、
世
の
中
の
根
本
的
な
原
理
で
あ
り
、
形
而
上
も
形
而
下
も
全
て
を
統
一
し
て
、
成

長
・
発
展
を
指
向
す
る
指
導
原
理
で
あ
る
。

こ
の
世
界
観
を
掴
む
為
に
、
生
命
の
三
つ
の
段
階
の
世
界
を
通
し
て
、
世
の
中
の
構
造
を
眺
め
て

み
た
。
第
一
段
階
の
世
界
は
、
無
限
の
大
宇
宙
。
第
二
段
階
の
世
界
は
、
無
機
、
変
化
、
有
限
の
世

界
。
第
三
段
階
の
世
界
は
、
有
機
、
生
物
、
有
限
の
世
界
。
こ
れ
ら
三
つ
の
世
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

別
個
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
つ
の
世
界
は
そ
れ
よ
り

小
さ
い
世
界
の
隅
々
に
ま
で
入
り
込
ん
で
い
る
。

陰
陽
相
補
原
理
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
が
陰
陽
の
秩
序
の
展
開
で
あ
る
こ
と
を
会
得
し
、
健
全
な
る

生
活
を
設
計
す
る
為
の
物
心
一
如
の
指
導
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
大
宇
宙
の
秩
序
を
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
当
て
は
め
、
全
て
を
陰
陽
の
歯
車
と
し
て
見
て
、
物
事
の
曲
成
に
当
た
り
道
を
見
出
す
方

法
で
あ
る
。
陰
陽
相
補
原
理
の
根
本
的
要
素
は
陰
と
陽
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
宇
宙
万
物
は
陰

陽
よ
り
成
る
。
万
物
は
陰
陽
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
陰
陽
と
は
「
一

見
す
る
と
対
立
や
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
よ
く
見
る
と
実
は
相
補
い
、
相
親
し
み
、
相
和

し
て
い
る
結
び
と
い
う
対
立
」
の
こ
と
で
あ
る
。
陰
陽
は
、
相
対
し
相
補
い
相
和
す
。
陰
陽
の
秩
序

に
よ
る
万
物
生
成
化
育
の
は
た
ら
き
、
そ
れ
が
宇
宙
の
造
化
で
あ
り
、
調
和
（
動
的
均
衡
）
で
あ
り
、

秩
序
（
対
立
・
相
補
）
で
あ
る
。

結
局
、
大
宇
宙
と
い
う
大
生
命
が
根
本
で
あ
り
、
そ
こ
に
陰
陽
相
補
原
理
に
基
づ
く
対
立
・
相
補

と
い
う
秩
序
構
造
と
い
う
動
的
均
衡
が
あ
り
、
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
万
物
万
象
は
生
ま
れ
、
変
化
し
、

滅
し
、
ま
た
大
宇
宙
・
大
生
命
へ
還
り･･･

と
い
う
循
環
で
あ
る
。

人
間
は
天
地
の
間
に
生
ま
れ
、
天
地
陰
陽
の
理
法
（
秩
序
）
の
中
で
生
き
る
。
従
っ
て
、
人
間
の

あ
ら
ゆ
る
活
動
も
、
陰
陽
相
補
原
理
の
展
開
で
あ
る
。
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陰
陽
相
補
原
理
の
特
徴
を
再
確
認
し
て
お
く
。

一
、
森
羅
万
象
は
陰
陽
で
展
開
す
る
。

二
、
陰
陽
は
不
断
に
生
じ
、
相
関
往
来
し
、
滅
す
る
。

三
、
陰
（
遠
心
・
拡
散
）
と
陽
（
求
心
・
凝
縮
）
は
反
対
の
性
質
を
持
つ
。

四
、
陽
は
陰
を
、
陰
は
陽
を
牽
引
。
推
進
す
る
。

五
、
陰
が
陽
よ
り
強
け
れ
ば
陽
を
引
き
つ
け
、
弱
け
れ
ば
陽
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
。

六
、
陰
は
陰
を
、
陽
は
陽
を
排
斥
す
る
。
そ
の
排
斥
力
は
、
そ
の
差
に
反
比
例
す
る
。

七
、
純
粋
な
陰
又
は
陽
な
る
物
事
は
存
在
し
な
い
。

八
、
完
全
な
中
性
な
る
も
の
は
無
い
。
必
ず
陰
陽
ど
ち
ら
か
を
多
い
比
率
で
有
す
る
。

九
、
森
羅
万
象
は
、
陰
陽
両
性
を
持
つ
微
細
な
も
の
の
複
雑
な
集
合
で
あ
る
。

十
、
森
羅
万
象
と
は
、
そ
の
時
の
動
的
均
衡
を
示
す
陰
陽
の
集
合
体
に
過
ぎ
な
い
。

十
一
、
陰
極
ま
れ
ば
陽
生
じ
、
陽
極
ま
れ
ば
陰
生
ず
（
極
ま
れ
ば
反
転
す
る
）
。

十
二
、
万
物
は
そ
の
内
奥
に
陽
を
抱
き
、
外
側
に
陰
を
負
う
。

こ
の
原
理
と
そ
の
特
徴
が
、
宇
宙
の
秩
序
や
人
間
の
秩
序
を
形
作
る
根
本
と
な
る
。

●
宇
宙
の
秩
序

①
始
め
あ
る
も
の
に
終
り
あ
り
→
始
ま
り
は
終
わ
り
へ
向
か
う
。
一
つ
が
終
わ
れ
ば
次
が
始
ま
る
。

②
表
あ
れ
ば
裏
あ
り
→
物
事
は
全
て
一
長
一
短
で
あ
る
。

③
こ
の
世
に
同
じ
も
の
は
無
い
→
全
て
は
変
化
し
て
い
く
か
ら

④
表
大
な
れ
ば
裏
も
大
な
り
→
調
和
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
に
向
か
う
か
ら

⑤
変
化
(運
動
・
調
和
・
均
衡
・
崩
壊
・
死
生
)は
全
て
陰
陽
の
結
び
又
は
そ
の
分
化
で
あ
る

⑥
絶
対
・
無
限
・
永
遠
な
る
も
の
は
、
二
つ
の
相
反
す
る
陰
陽
を
生
む
→
太
極
か
ら
両
儀
へ

⑦
相
対
・
有
限
・
変
化
は
、
絶
対
・
無
限
・
普
遍
か
ら
の
産
物
で
あ
る
→
部
分
と
全
体
の
関
係

以
上
の
七
つ
の
特
徴
の
下
に
、
東
洋
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
・
思
想
・
技
芸
・
学
術
・
文
明
は
展
開
し

て
い
く
。

●
人
間
の
秩
序

①
人
間
の
精
神
は
無
限
で
あ
り
、
肉
体
は
有
限
→
精
神
の
無
限
性
を
担
保
す
る
の
は
独
創
性

②
人
間
は
絶
対
の
正
義
を
持
ち
、
悪
も
持
つ
→
悪
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
勇
智
仁
・
修
身

③
人
間
は
永
遠
・
無
限
の
愛
を
持
ち
、
刹
那
的
・
有
限
の
力
も
持
つ

従
っ
て
、
人
の
使
命
と
は
、
は
陰
陽
相
補
原
理
に
則
り
、
精
神
の
無
限
性
を
発
揮
し
て
、
己
の
信

念
や
勇
智
仁
を
断
行
・
具
現
化
す
る
為
に
、
好
き
な
こ
と
を
独
創
的
に
や
り
抜
き
、
し
か
も
、
多
く

の
人
に
永
く
喜
ば
れ
る
よ
う
な
、
楽
し
く
面
白
い
一
生
を
送
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
幸
福
の
一
つ

の
定
義
で
あ
り
、
世
界
観
か
ら
敷
衍
さ
れ
た
人
の
道
で
あ
る
。
中
庸
の
説
く
｢誠
は
天
の
道
な
り
。
そ

れ
を
誠
に
す
る
は
人
の
道
な
り
」
も
同
じ
で
あ
る
。
陰
陽
相
補
原
理
に
則
り
、
宇
宙
の
意
志
で
あ
る

造
化
（
万
物
生
成
化
育
）
、
即
ち
無
限
の
精
神
（
信
念
・
愛
・
仁
義
・
智
仁
勇
・
誠
）
を
、
こ
の
世

界
で
断
行
し
具
現
化
を
図
る
の
で
あ
る
。
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「
造
化
」
が
無
限
の
宇
宙
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
敷
衍
し
た
「
愛
の
断
行
と
そ
の
具
現

化
」
が
人
間
の
使
命
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
億
年
も
前
の
話
、
神
話
の
中
の
話
で
は
な
く
、
今
現
在

も
日
々
刻
々
、
毎
秒
刻
々
起
こ
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
私
た
ち
が
、
絵
を
描
こ
う
と
か
、

新
し
い
家
を
建
て
よ
う
と
か
、
新
し
い
事
業
を
始
め
よ
う
と
か
思
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
精
神
の
は

た
ら
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
行
（
断
行
）
し
、
や
が
て
実
現
（
具
現
化
）
さ
れ
る
。
絵
も
家
も
事
業

も
、
す
べ
て
精
神
の
世
界
か
ら
の
産
物
で
あ
る
。
私
た
ち
は
無
限
か
ら
有
限
に
す
る
精
神
を
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
自
由
意
志
で
あ
る
。
精
神
と
い
う
無
限
の
世
界
が
、
こ
の
有
限
の
世
界
を
生
み
出
し

て
い
る
。
無
限
の
精
神
を
有
限
の
世
界
に
具
現
化
す
る
方
法
、
そ
れ
が
道
で
あ
る
。

●
無
限
か
ら
有
限
へ

無
限
永
遠
の
世
界
と
い
う
も
の
は
、
全
き
一
で
あ
る
。
も
し
二
つ
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
無
限
で
は
な

く
、
無
限
の
半
分
の
有
限
の
世
界
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
精
神
・
魂
の
世
界
も
無
限
で
永
遠
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
大
宇
宙
・
大
生
命
・
全
き
一
の
別
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

物
質
的
な
世
界
と
精
神
的
な
世
界
の
同
一
性
を
見
極
め
る
の
が
「
世
界
観
」
で
あ
る
。
「
世
」
は

無
限
の
時
間
、
「
界
」
は
無
限
の
空
間
を
意
味
す
る
。
宇
宙
の
「
宇
」
は
無
限
の
時
間
、
「
宙
」
は

無
限
の
空
間
の
こ
と
で
あ
る
。

精
神
、
時
間
、
空
間
は
同
じ
も
の
で
、
無
限
の
世
界
（
形
而
上
）
の
別
名
で
あ
る
。
精
神
そ
の
も

の
は
物
質
的
に
計
測
で
き
る
力
を
持
た
な
い
か
ら
、
精
神
で
は
コ
ッ
プ
一
つ
動
か
せ
な
い
。
ま
た
、

精
神
に
は
姿
が
な
い
の
だ
か
ら
、
年
を
取
っ
た
り
、
大
き
く
な
っ
た
り
小
さ
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

は
な
い
。
大
き
く
な
っ
た
り
す
る
の
は
肉
体
と
そ
の
知
識
や
経
験
値
で
、
そ
れ
ら
は
有
限
な
も
の
で

あ
る
。
精
神
と
は
、
そ
の
経
験
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

有
限
の
世
界
（
形
而
下
）
は
、
ど
れ
だ
け
大
き
く
て
も
沢
山
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
無
限
の
一
部
で

し
か
な
い
。
無
限
の
世
界
に
包
ま
れ
て
、
そ
の
中
に
有
限
の
世
界
が
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
広
大
無

辺
の
大
宇
宙
・
大
生
命
の
子
で
あ
り
、
無
限
・
絶
対
・
神
の
相
続
者
で
あ
る
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
、
所
謂
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
世
界
は
、
有
限
で
不
自
由
で
対
立
矛
盾
に
満
ち
た
儚
い
世

界
で
も
あ
る
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
本
体
で
あ
る
精
神
は
、
こ
の
有
限
の
世
界
よ
り
遥
か
に
大
き
く
、

無
限
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
肉
体
の
中
に
精
神
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
逆
で
あ
る
。
肉
体
は

精
神
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
宇
宙
・
無
限
の
世
界
・
神
・
愛
・
精
神
・
魂
が
、
こ
の

有
限
・
物
質
世
界
を
創
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
有
限
の
世
界
は
、
無
限
の
世
界
に
支
え
ら
え
て
い
る
。

私
た
ち
に
は
精
神
と
い
う
無
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
で
き
な
い
こ
と
は
何
も
な
い
は
ず
で

あ
る
。
た
だ
、
私
た
ち
人
間
が
生
き
る
こ
の
世
界
は
、
物
質
文
明
か
つ
精
神
文
明
の
世
界
で
あ
る
。

私
た
ち
の
五
感
は
物
質
的
な
も
の
を
感
じ
る
の
で
、
こ
の
世
界
は
物
質
文
明
優
位
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

無
限
の
精
神
(陰
)を
、
知
仁
勇
を
以
て
有
限
化
(具
現
化
)す
る
こ
と
(陽
)が
、
こ
の
世
界
で
の
人
間

の
は
た
ら
き
と
な
る
。

●
修
身
と
守
破
離

人
間
は
精
神
と
肉
体
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
精
神
は
無
限
で
あ
り
、
肉
体
は
有
限
で
あ
る
。
私
た
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ち
は
こ
の
無
限
性
と
有
限
性
が
融
合
し
た
存
在
で
あ
る
。

自
由
で
あ
る
為
に
は
、
無
限
性
、
永
遠
性
、
絶
対
性
へ
の
帰
依
と
服
従
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

自
ら
の
無
限
性
（
精
神
・
愛
・
誠
・
勇
知
仁
・
信
念
）
を
、
こ
の
世
界
に
有
限
な
る
も
の
と
し
て
具

現
化
し
て
い
く
。
そ
れ
が
陰
陽
相
補
原
理
の
展
開
で
あ
り
、
宇
宙
の
秩
序
で
あ
り
、
人
間
の
秩
序
で

あ
り
、
道
で
あ
る
。
こ
の
世
界
は
、
自
ら
の
無
限
性
を
有
限
化
し
、
具
現
化
す
る
場
所
と
し
て
存
在

し
て
い
る
。
自
分
の
信
念
を
具
現
化
し
て
い
く
場
所
な
の
で
あ
る
。

無
限
と
有
限
を
繋
ぐ
も
の
は
何
か
。
「
大
学
」
の
八
条
目
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
格
物
・
致
知
、

誠
意
・
正
心
、
修
身
、
斎
家
・
治
国
、
平
天
下
」
。
格
物
・
致
知
と
は
、
宇
宙
の
秩
序
や
生
命
の
原

理
の
会
得
で
あ
る
。
誠
意
・
正
心
と
は
、
自
ら
の
心
を
そ
こ
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
ま

で
は
ま
だ
形
に
な
っ
て
い
な
い
次
元
、
つ
ま
り
形
而
上
の
話
で
あ
り
、
無
限
界
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
修
身
。
こ
れ
は
日
常
生
活
に
秩
序
を
持
た
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
き
て
初
め
て
日

常
の
具
体
的
実
践
と
な
る
。
つ
ま
り
、
形
而
上
か
ら
形
而
下
へ
と
転
換
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
、

斎
家
・
治
国
、
そ
し
て
平
天
下
は
、
有
限
界
に
お
け
る
宇
宙
の
秩
序
の
具
現
化
、
精
神
（
信
念
・

愛
・
誠
）
の
断
行
・
具
現
化
の
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
宇
宙
の
秩
序
、
生
命
の
原
理
を
自
覚
し
て
日

常
生
活
に
秩
序
を
持
た
せ
て
い
く
こ
と
（
修
身
）
こ
そ
が
、
根
本
と
な
る
。

「
守
・
破
・
離
」
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
て
み
る
。
宇
宙
の
秩
序
、
生
命
の
原
理
を
把
握
し
、
そ

こ
に
日
常
生
活
の
秩
序
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
（
格
物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
。
修
身
）
が
「
守
」

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
展
開
や
応
用
（
斎
家
・
治
国
・
平
天
下
）
が
「
破
」
で
あ
る
。
志
や
信
念
や

愛
を
自
在
に
断
行
し
、
具
現
化
し
な
が
ら
、
独
自
の
境
地
を
拓
い
て
い
く
こ
と
が
「
離
」
で
あ
る
。

今
回
は
こ
こ
ま
で
。
次
回
は
陰
陽
相
補
原
理
の
応
用
・
展
開
に
焦
点
を
当
て
る
。

今
月
も
健
康
と
健
闘
を
。


